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J.正.レスリｰ(I)

伯父ピｰタｰ･レスリｰを語らずに,ベンジャミン'

スミス.ライマンの一生を書くのは,先ず不可能であろ

う.地質測量の手ほどき,ヨｰロッパ留学,来日等,ライ

マンの経歴の背後に,レスリｰの意見･助言.･支援があ

ったのを見逃すことは出来たい.それのみカ㍉レスリｰ

は,ライマンの悩み･不満･依頼を常に快よく聞き,援

助を惜しまたかった.レスリｰはキリスト教の真髄に徹

した人,片やライマンは無神論者であったにもかかわら

ず,両者の間に,愛情と信頼が生涯続いたのは特筆すべ

きである.精励･信実･清廉,そして弟子を大切にした

ことまで相似しているが,年の差が16歳違うだけに,ラ

イマンは伯父の影響を受けたとみてよいかも知れたい.

弱冠19歳のライマンは,卒業論文｢ワシントンケソ

フリッチ再訪｣を書いて,1855年ハｰバｰド大学を巣立

った.論文は,独立戦争初期に,連合植民地軍司令官ジ

ョｰジ'ワシントンがケソブリッチ村でアメリカ軍を訓

練し,大統領にたってからヶソブリッチを再訪し戦争中

一部兵舎に使用したハｰバｰド大学に立寄った史実を述

べたもので,地質学とは全く縁がたい内容である.当時

レスリｰは,既に一生の仕事とした聖職を去り,ペンシ

ルベニア州中部のBroadTopMountain地方で,大規

模た地質調査に従事していた.

レスリｰの長女メリｰ･エイメス(Ames)編著rLife

andLettersofPeterandSusanLes1ey｣の上巻中端

からライマンが登場する.r1853年父は弟ジョｰゼフを

地質調査の助手にし,1年か2年後母方の甥ベンジャミ

ン･スミス｡ライマンも父の助手にたった.｣1)とあるか

ら,ライマンがフィラデルフィアの教養豊かたレスリｰ

家に出入り始めたのは,1854か5年と認めてよい.

ライマンコレクションの申に,ライマンがレスリｰへ

書いた手紙を貼付した2冊のスクラップブックがある.

背のレベルrAugust1856toJanuary1887｣はレスリ

ｰの筆であろうか?最初の手紙の目付は,8月24目

写真1Jヒｰタｰレスリｰ(JPeterLes1ey)

1856年,発信地はブロｰド･トップ.マウンテンで

木曜日に受取った15目付のお手紙から,秋期の仕事

の当ては,あまりないように思えます.仕事がたいた

ら,早速教師か他の仕事を深さたげれほたりません.

学校が始まるのは真近です.9月1日後,学校所在地

近くに住んでたげれぽ,教師にたるチャンスは大して

たさそうです.それで急ぎ今秋あなたと一緒に働ける

見込みがあるか,ハソティソグドソ(Huntingdon)の

ホテル宛知らせていただけれほ幸甚です.9月1日月

曜日にハンティングドソヘ行きます.もしそこにお手

紙か電報が届いていたかったら,フィラデルフィアか

ニュｰヨｰクヘ行き教師の仕事を探します.来夏のニ

ュｰヨｰク地質調査,または他の仕事の見込みがはっ

きりし,冬の問,市で(フィラデルフィア?筆者注)仕

事を見つけて下されば嬉しいです.その場合,多分秋

は鉄道工事を探します.そして冬はニュｰヨｰク地質

調査の準備をします.スｰザン伯母さんと小ちゃたメ

リｰによろしく.

その後ライマンの足跡は不明で,1857年5月にたると

俄然レスリｰへの手紙が頻繁とたる.21歳の灌刺とした

1)マサチュｰセッツ大学顧問:8EatonCourtAmherst,
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日本における旅

行費について記

した人馬帳.

第1図アルバニｰからアイオワまでの旅行費について記した

会計帳の一部げ.

ライマンは1アメリカ鉄鉱協会の伯父の仕事を助け,夏

から晩秋までメリｰランド.バｰジニア'ジョｰジア'

アラバマ等主に南部を駆廻った.手紙は溶鉱炉報告と経

費の要求である.翌年1858年はニュｰヨｰク地質調査隊

に加わった.有名たジェｰムス｡ホｰルが率いるアイオ

ワ地質調査は,1855-1858年の3年間で,ライマンは最後

の調査に従事した.1858年5月19目,アルバニｰからレ

スリｰへ出した手紙にr一･･昨日こちらに到着し午後ミ

スタｰ･ホｰルに会いました.今朝アイオワヘ出発して

よいと言われたので,これから立つところです.当分た

った一人です.暑い時期たので馬車では行かぬつもりで

す.｣とあり,ライマンの心細さが伝ってくる.一人旅

はどうだったのかと心配にたる.幸いにアイオワ地質調

査会計簿が見つかった.19年後に書いた来曼人馬帳(第

2図)と同じく至って克明なので,道程がよくわかる.

レスリｰに手紙を書いた後,すぐアルバニニからアイオ

ワ州キオカク(Keokuk)までの切符29.75ドルを買い,

昼食はユｰティカ,夕食はバッファロｰ(各ニュｰヨｰク

州),翌日は朝食をオハイオ州クリｰブランドと族は続き,

5月25日には早くもキオカクに到着した.約6ケ月後11

月26目にアイオワを出発,セントルイス他を訪れ,ニュｰ

ヨｰクに12月23日に帰った.7ケ月のサラリｰは583.50

ドル,旅費は306.26ドルだった.

アイオワからレスリｰに書いた悩みは,当時の地質調

査助手共通の悩みであった.ライマンはrホｰル,ホイ

ットニｰ(Whiteny)がたまにしかアイオワにやって来

たいので,私のやった仕事が結局彼等の仕事と一緒にな

り,功が認められたいのではないか.｣と憂い,すぐに

｢それでも彼等と共に働くのはロスよりも利益です.｣

と付け加えている.もう一つは州カミ次回調査予算を更新

するかで,これは直接助手の生活に影響Lた.その点地

質調査所長レスリｰが20年間,ペンシルベニア州から政

治力や裏面工作たく十分た調査費をとったのは見事であ

る.州会議のレスリｰに対する信頼と尊敬の結果だった

と云われる.ライマンは一人前の地質学者にたろうと決

心した.それにはヨｰロッパ留学をした方がよいか又は

アメリカで経験を積んだ方がよいか,伯父の意見を求め

漸次留学へと移行していった.まず留学費を作らねぽた

らぬ.アイオワ調査カミ2,3年続けば短期留学のお金は

出来る.しかしどうも今秋のアイオワ州のトウモ1ゴコシ

や小麦の出来が悪いようだと心配しだから,ニュｰヨｰ

クに茂った.

翌年1859年1月5目ホｰルから資金不足のためライマ

ンの仕事継続不可能を言渡された.丁度ライマンの親友

フランクリン･サソボｰソの学校に是非来てくれと話が

あったところなので,ホｰルに｢それならボストンに近

いから地質学の勉強もやったら｣と言われ.5日後1月

10目,コンコｰドの学校の教壇に立った.ホｰルはrア

イオワ州は次のシｰズンと冬期の費用を出すだろうか

ら,4月の始めにアイオワに行ってくれ｣と楽観的だっ

たが,ライマンの予想カミ的中L,アイオワ地質調査は実

現出来なかった.ライマンは5月に,レスリｰのペンシ

ルベニア州ビｰバｰ･メドウ地質調査に加わった.ここ

からの第二信で急転直下留学行きを伯父に語っている.

｢私のお金を年600ドルにすれば,ヨｰロッバに4,5

年滞在出来ます.｣とあるので,お金の出処は桑田説,
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伯父エドワｰド･ライマンが経済的に援助をしたのだろ

うか?8月31日付手紙では手がかりたしだが,私のラ

イマン･イメｰジは,独立独歩を貫ぬく人たので,得心

がいかたかった.9月16日ヨｰロッパ出帆2目前の手紙

に｢伯父エドワｰドはお金の件につき都合よい手はずを

してくれました.｣と述べているのはドルをフランやマ

ルクに両替する意味にもとれる.1ケ月近く私の疑問を

裏付ける資料はたいかと探したら,1855年の会計簿から

折畳んだ父への手紙を発見した.r祖父ロイス｡スミス

からの遺産は,1858年8月10目少くとも2千4百ドルに

'たります.私は最早金銭上ご迷惑をおかげしたいでしょ

う.｣.しかしこの手紙は桑田説を覆すだけの説得力はた

さそうだ.ロイス･スミスは母方の祖父で,米国第一の

女子大,スミス大学創立者ソフィア･スミスの父である.

ライマンが全幅の信頼を寄せたレスリｰはどんな人だ

ったのか?この辺で述べねばたるまい.ピｰタｰ･レ

スリｰは,J.P.Les1eyと好んで書いた.JはjuniOrで,

正しくはPeterLes1ey,jr.である.ペンシルベニア大

学在学中から牧師にたる身と決めていたが,体が弱かっ

たので戸外の仕事をして鍛えたらと勧められ,ヘンリｰ

･デｰ･ロジャｰズの地質調査助手とたった.1838年19

歳の時であった.間もたくレスリｰの地形図を精密に描

く卓越した才能･確実さ･努力,たかんづく彼の誠実さ

により,ロジャｰズの掛替えたい弟子とたった.プリン

ストン神学校学生時代,ヨｰロッバで神学を学んで帰国

後牧師にたった後も,ロジャｰズは地質調査の仕事を頼

み,通算20年,1852年まで2人の関係は続いた.レスリ

ｰの情熱が科学へ傾くに従い,自分の性格に合わぬ教区

の雑事から解放されたい気持がつのり,1852年33歳の

時,大決断を下し地質学者に放った.この時代は途中か

ら地質学に移った人カミ多い.エドワｰド･ヒチコックは

以前牧師兼教師であったし,ジエｰムス･ホｰルは司

書,C.A.ホワイトやアソチセルは医者から地質学者に

なった.

レスリｰの実力は彼の名がペンシルベニア地質調査の

代名詞とたった程だったし,学識はどうであったかと云

うと,彼はロｰエル･インスティテュｰト講演者に選ば

れた.ボストンのロｰエル･インスティテュｰトは,第

一流の学者を招き彼等の講義を公開した.19世紀は全盛

期で,調べてみるとアガシｰ親子,サｰ･チャｰルス･

ライエル,エドワｰド･モｰス,ベンジャミン･シリマ

みつくり

ソ等名士がずらりと並んでいる.唯一の東洋人は箕作佳

吉で,題は｢日本社会｣であったのを加えておこう.レ

スリｰのr人間の起源と運命｣は12回に分けて講義さ

れ,内容は,科学は勿論,宗教･哲学･歴史･民族･考

古学に及んでいる.レスリｰが多才な人物であったのが
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第3図

レスリｰ著r人問

の起源と運命｣

良〉わかる.そのせいか,ベンジャミン･フランクリン

が創立した米国哲学協会の司書や幹事を長らく務め,

1863年春には米国科学院設立に寄与した.一部のライマ

ンコレクションが米国哲学協会に存在し,所有者が米国

科学院である理由が何かしら理解出来る.

レスリｰの趣味は言語学とエジプト学で,詩を書き,

デッサンをやった.1878年8月29日,パリで第一回万国

地質学会議が開催された時,レスリｰは参加し,ジェｰ

ムス･ホｰルのスピｰチのフランス語通訳の不正確さを

手紙で妻に嘆いているから,フランス語は堪能であった

に違いない.

レスリｰは,ルイス･アガシｰ(LouisAgassiz),エ

ドワｰド･デゾｰ(EdouardDεsor),アｰチボｰルド･

ゲイキｰ(Archiba1dGeikie),ジェｰムス･ホｰル(Ja一

血esHa11),チャｰルス･ライエル(Char1esLyen)等内

外の友人に恵まれた.19世紀は科学対宗教の葛藤時代だ

ったカミ,彼は科学者として,またクリスチャンとして一

生を高潔と無私の奉仕で生抜いた.

最後にレスリｰ没後一年,1904年にロソドソ地質学会

でたされたチャｰルス･ゲイキｰ卿の記念演説の一部を

引用する.

ペンシルベニア第二次地質調査報告書及び地図は

120巻に亘ります.全巻を通し,J.P.レスリｰの筆

致が随所に判然としております.彼はこの事業の中心

人物であり,主脳者でありました.彼は情熱で助手達

を刺戟し,彼独特の観察,地形学を仕込み,編集L,

必要な時は助手の報告に手を入れ,彼がやった仕事だ

と思われるところでさえ,寛大に助手達の功にしまし�
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だ.彼の手で半分以上たされた最終報告書の数巻は

(完成前にレスリｰは心身共に消耗し倒れた一筆者注),調

査が質量共に非常に感銘深いものであるのを語ってお

ります.調査は地質学文献に於いて傑作として残り,

又天才J.P.レスリｰの最も壮大た記念碑とたること

でありましょう2).

〔注〕

1)A血esMaryLes1ey(1909):LifeandLettersofPeter

andSusanLes1ey.NewYork.マ.I.p.285-286.
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共著者の一人,早川正巳氏は,元地質調査所物理探査

部長であり,東海大学教授として地球熱学,そして地熱

エネルギｰ利用分野の諸研究に多大の貢献をなした著名

た科学者として知られる､

地殻中の熱の成因｡熱構造に関する課題は,氏が19ε0

年英国ケンブリッジで故ブラｰド卿と会見以来追究し続

けてきた課題であり,氏はそれが地殻岩石中の放射性物

質による発熱現象によるのみならずマソドノレからの供給

が大だる場合があることについて地殻熱流量(HF)の測

定と解析結果から示した.

他方,極東アジアから太平洋にかけての地域において

地殻熱研究を行ってきた旧ソ連科学アカデミｰのチェゾ

フ教授は,共同研究者のエパネシュニコフ博士とともに

同様の結論に達し,この共通の研究成果がもとでこの鹿

本書が出版されることにたった.

チェゾフ教授は1991年夏他界され,本書は同教授への

追悼の善ともたった.

本書は3部から構成される.

第1部ではアジアｰ太平洋地におけるリソスフェアか

らアセノスフェアについての熱構造解析結果がまとめら

れている.これらによりアセノスフェアは熱的に水平的

構造ではたくドｰム状隆起構造を有することが示される

とともに,大陸,縁海,島弧,海洋の熱構造の違いが理

解できる.

第2部では熱流量観測結果に基づいたリソスフェア内

の部分溶融帯の発展過程カミ述べられている.ここではモ

ホ面及びコンラッド面における揮発性物質の温度場に与

える著者等の仮説によりモデル化がなされ,例として日

本海の断面モデルが示されている.

第3部では熱構造の具体的た意義として,地殻内での

マグマの挙動,熱水鉱床,火山,地震と熱との関わり,

地熱地帯の熱水系だとが国内外の多くの実例をもとに論

じられている.

本書を通じて地殻浅所の地熱･地震現象が,ある広が

りで関連性をもちつつ,深度的にはマントルに及ぶ大き

な熱構造のもとにとらえられることが理解され,火山,

地熱など個々の地殻熱に係わる諸問題に携わる科学者,

技術者にとって必読の書である.

(地質調査所地熱殻部長谷紘和)
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